
目標を達成するための普及活動 

（１）安定栽培適地の把握と作付誘導（H27～30） 
■銀河のしずく 
・モデル展示圃設置（H27～29） 
・生育調査に基づく「栽培マニュア 
 ル」作成（H27）、改訂（H28） 
・栽培マニュアルに基づく指導 
 及び検証（H28～30） 
■金色の風  
・モデル展示圃設置（H27～29） 
・生育調査に基づく「栽培マニュアル」作成（H28） 

(２)研究会活動を通じた安定栽培技術の向上
（H27～H29） 
■銀河のしずく 
・栽培研究会設置(H27～29) 
 地域栽培研究会設置(H28～29) 
■金色の風 
・栽培研究会(県・地域)設置(H29) 

(３)新品種ＰＲによる知名度向上（H28～30） 
■生産者・消費者向けＰＲ支援（H28～30） 
・本庁県産米戦略室と連携したＰＲ活動等 

       オリジナル水稲新品種の普及拡大 
計画期間：平成２７年度～平成３０年度 

目標とする成果 

１．県オリジナル水稲新品種の早期普及拡大 
■県農業研究センターが開発した水稲新品種及び
有望系統の早期普及拡大を目指す。 
  ・銀河のしずく（中生）：H28～ 一般栽培開始 
    目標年度（H30）作付面積 2,000ha 
  ・金色の風（晩生）：H29～ 一般栽培開始 
    目標年度（H30）作付面積 600ha 

２．良食味・高品質米栽培技術の確立・定着 
■安定栽培適地を明らかにし、良食味・高品質米 
 栽培技術を確立する。 
  ・品質の向上（一等米比率） 
   現状：あきたこまち 94.5 %  
      →H30：新品種 95 % 
  ・食味評価の向上 
   「特Ａ」評価の取得 
   ※H27・28参考 
     ：「特A」評価 

３．新品種のＰＲ等による知名度の向上 
■生産者や消費者へ新品種の良さをＰＲし、 
 生産意欲・購買意欲を醸成する。 
  ・新品種が新たなブランド米として定着 
 

今回の普及活動の特徴 

■中央農業改良普及センター県域普及グループ
（農業革新支援センター）が栽培農家、試験研
究機関、関係機関･団体との連携をコーディ
ネートして、栽培技術の早期確立・定着を図る。 

■中央農業改良普及センター県域普及グループ
（農業革新支援センター）が消費者へのＰＲ活
動等を支援し、生産から販売促進まで一体的な
普及活動により、新品種の早期普及拡大を図る。 

関係機関との連携 

■中央農業改良普及センター県域普及グループ
（農業革新支援センター）は、関係機関の
コーディネート、新技術の検証、研修会開催。 

■県農業研究センターは、実証圃の調査結果に基
づく栽培マニュアル作成などから参画。 

■地域普及センターは、実証圃設置にあたって生
産者（生産部会）等との調整、実証圃の管理指
導等を担うほか、新技術の導入・普及を推進。 

■全農県本部（ＪＡ）は、新品種ＰＲイベントや卸へ
の周知活動を行い、消費者等への認知を促進。 

 

１２ポイント、ゴシック体。強調部分を
赤字・太字・下線で記載。 

２．目標とする成果について、成果ご
とに記載。 

３．試験成績の目標に留まらず、む
しろ、活動の結果、産地がどう良く
なるのかという観点で記載。 

４．できる限り数値やグラフ、写真等
も併せて記載。 

【成果の例】 
■単収の向上（●kg/a→◎kg/a） 
■耕作放棄地が●ha解消 
■作業時間が●割短縮 
■新品種が●ha定着 
■新ブランドが定着 
 

１． １２ポイント、ゴシック体。強調部分を赤
字・太字・下線で記載。 

２．取り上げた重点プロジェクトが、特に高い
成果が期待できる特徴を記載。（他の普及
活動とは何が異なるのかを記載） 

１． １２ポイント、ゴシック体。強調部分を赤
字・太字・下線で記載。 

２．普及組織内の連携内容と、普及組織外の
関係機関（ＪＡ、市町村、先進農業者、ＮＰ
Ｏ法人、大学、民間企業等）との連携内容
を記載。 

１． １２ポイント、ゴシック体。強調部分
を赤字・太字・下線で記載。 

２．普及指導員の活動内容について
記載。 

３．普及指導員の活動内容が具体的
にわかるように記載。 

４．いつの活動かわかるように記載 
【活動の例】 
平成●年 
■普及指導員の提案により○○協議会が設
立 

平成◎～△年 
■○○栽培技術の実証ほを設置し、その結
果に基づき栽培マニュアルを作成。 

○概要を箇条書きで記載。 
１６ポイント、ゴシック体。強調部分を赤字・太字・下線で記載。 
【留意点】 
以下の点について明確になるよう記載。 
○地域の現状や課題を普及組織で（関係機関とともに）どのように分析したのか。 
○課題を解決するために、どのような普及活動を展開するのか。 
  （新技術の導入等、地域にこれまでなかった取組が展開されることを記載してください。） 

○目標とする成果は何か。（個別の農家経営を良くするという観点ではなく、地域農業全体を良くする観点で記
載してください。具体的数値（収量、販売額等）について、現状と目標値を可能な限りご記入ください。） 

○米価下落により米の収益性が大幅に低下している。また、ブランド米の産
地間競争が一層激化してきている。 

○岩手県のオリジナル水稲新品種「銀河のしずく」、「金色の風」が育成され、
速やかな普及拡大により県産米の評価向上、農家の所得向上が求められて
いる。 

○このため、関係機関･団体等と連携し、新品種モデル圃の設置や研修会の
開催を通じて、良食味・高品質米栽培技術の確立や、新品種ＰＲに取り組む。 
 

中央農業改良 
普及センター 

県域普及グループ 


